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「 発 想・ 構 想・
制作」の段階
◯自分の表した


























に 題 名 を つ け、
散策の時に感じ
た思いと造形上
の工夫点を中心
に伝え合う。
◯散策活動を思い出しなが
ら自分の作品を鑑賞し、題
名を付ける。
◯散策時の感覚や感情の変
化と造形の工夫点について
発表する。
◯同じ活動のなかで友達が
感じて表した内容が異なっ
ていることを知ることで、
様々なイメージと表現方法
があることを知る。
0.5
３－３．活動の様子
◯「着想・発想」の前半は、外的な刺激から想念を表
出（push）するエクササイズを行った。教師は、オ
ノマトペや形容詞を発声したり、抽象的なイメージを
ジェスチャーで表し、生徒は、絵の具を用いてそれを
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即興で描いた。その際、描くことの心的抵抗感を減ら
すために、思考するのではなく反応することを促した。
戸惑う生徒も見受けられたが、学友が表出したものを
見て、違いなどを確認していた。（図２）
◯「発想・構想」の後半は、校内で散策活動を行った。
気に留まったり、気持ちに変化を生じさせたりした対
象物が具体物であれば採取し、目に留った色彩などは
絵の具を用いて採取した。また、感情などの抽象的で
採取できないと思われるものも、即興的なドローイン
グをすることでスケッチブックに採取できることを指
導した。これも自身の機微をカタチに押し出すpush
だと捉えた。（図３）
◯「発想・構想・制作」の段階は、室内に戻った。前
半は、散策活動を振り返りながら収集した物・色・イ
メージや印象に残っているもの・こと・感覚などを言
語に置き換えつつ、制作を行った（メタ認知）。（図４）
◯「発想・構想・制作」の後半は、「制作」が中心に
なる。スケッチやスクラップした収集物のコラージュ
を基にしつつ、散策活動を通して得た感覚を抽象的な
イメージとして描画する姿が見られた。（図５）
◯「鑑賞・まとめ」の段階では、各自で散策と制作活
動を振り返って作品に題名を付けた（活動の言語化）。
その後、グループ内で相互鑑賞することを通して、題
名とともに印象に残ったことや新たな気付きを共有
（相互交換）した。
４．考察
　本節では、活動の様子ならびにワークシートの「散
策活動を通して印象に残ったこと」および「感想」に
記載された内容から考察を行う。
　導入から素材や材料に直接働きかけることを積極的
に促すためには、描くことに対する心的抵抗を軽減す
る必要がある。そこで、音やジェスチャーに反応して
描く即興的ドローイングを取り入れた。考える前に描
くことで、音と身体の共感覚を通して、音は描出でき
ることを知る活動である。ワークシートに寄せられた
感想から、音を描くことに対する生徒の肯定的な反応
を示す（感想には誤植が見られるがママとした）。
・  いつもはその花や音などのイメージをすることがな
くて、このような授業でやってみると思っていたよ
図２：紙を丸める教師と生徒のイメージドローイング
図３：校内を散策して色を採取する生徒
図４：イメージドローイングを言葉にすることで自覚を促す
図５：コラージュした画面に言語化を経たイメージを加筆
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り楽しく自由にイメージができて良かった。
・  音からイメージできるもの等を画用紙にかくことに
より他人がイメージしているものとの比較をするこ
とができた。
・  普段使っている音を絵で表すことを改めて意識して
書くことができた。
　他方、戸惑いも見られる。
・ 音などを絵に現すことは少し難しかった。
・  オノマトペや自分が感じたことを色や線に表すとい
う簡単なようで、難しいことを行った。
・  イメージを表現するのは難しかったが、植物など形
のあるものは表現できた。鳥の鳴き声や雨の音など
も表現できればよかったと思う。
　生徒にとってこの取り組みは、新たな手法との出会
いでもある（天野・島谷らの報告における②）。発想
を刺激することが期待される一方で、新しい技法への
戸惑いを覚える生徒がいるのは当然であろう。
　この活動の目的は、先に示した他に２つある。ひと
つは、外因（音）にすぐに反応できるよう身体をほぐ
すことであり、もうひとつは、入力された事象に即興
的に反応できている自己を視覚的に確認（メタ認知）
することであった。したがって、この時点では、高度
な発想や描画技能を求めておらず、発想をpushする
こと自体が目的である。発想は、次の散策活動を通し
てpushを繰り返し、構想を練ることで止揚できるか
らである。
　散策活動は、肌寒い雨に濡れた紅葉の中で行われた
が、生徒に新鮮な感覚を与えたようである。
・  体育館のわたりろう下の水たまりにおちる雨の音が
ちがった
・ 雨の日にしか見れない水たまりの波紋
・ 雨だからこそ見えたこと
・ 秋のニオイが風景として伝わってきた
・ 目には見えない秋のにおい
・ 静かな風
・ 秋と冬の中間
　普段は描画対象として認識されにくい非具象物に関
する記述が認められた。また、生徒のスケッチブック
には、雨や対象物の色彩だけを描いたドローイングが
確認できた。即興的にpushする活動では戸惑いを見
せた生徒もいたが、散策活動で収集された素材は、実
材物の他に対象物の色彩や生徒自身の抽象的な感覚に
及んだ。このことから即興的ドローイングは身体をほ
ぐし、諸感覚を働かせて対象と向き合う契機を提示し
たと考えられる。
　収集物は、散策活動での体験や感情を想起させる素
材でもある。発想・構想を練る段階では、体験や感情
を自覚するために文字で書き出させている。同時にそ
れは新たな発想を促すことになる。これらの素材（実
材・表象・言語）を手がかりとしながら構想を練って
行くとき、動かしながら何度でも構図等を検討できる
アッサンブラージュやコラージュは有効である。
　本実践では、「新たな気付き」を「認識が更新され
たことの自覚」と捉え、発想が止揚したかを測る指標
とした。
　「新たな気付き」に関係する記述を次に示す。
・  最初は自分が「どうしたいのか」というのが具体的
に思い付かなくてむずかしかったけれど頭の中でだ
いたいのイメージができたので、たのしかったで
す！またやりたいです。
・  音から絵を書くので初まり、イメージや思ったこと
などを五感を使いながら新たな世界を見つけること
ができました。
・  雨の中だったけど、だからこそ色々な風景が見る味
わえることに気付いた。自ら気付き、それを表現す
る、そのすばらしさが分かる四時間だった。
・  散策などをして、秋などのイメージを膨らませるこ
とができた。
・ 自分の五感を澄まして見つけた風景は楽しかった。
・ いつもと違う感じに見ることができた（学校を）
　「振り返り」に記載された内容の有効回答数は34で
あり、「新しい発見」や「気付けた」「だからこそ」な
どの「気付き（自覚）」に関わる記述や「○○だった
けど△△した。」「○○すると△△だった。」など変化
に関わる記述が認められたものは67.6％であった。ま
た、発想に関する記述は64.7％、技能は8.8％、発想と
技能の両方について記述されたものは14.7％、その他
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11.8％であった。
　本実践の命題「pushされた発想は、題材という観
点をもって素材や材料に働きかけるとき止揚する」こ
とは、生徒の記述や数値をみる限り、概ね確認できた
と言うことができるであろう。
　しかし、課題も多い。制作に移行してからは、生徒
の自主性に委ねる場面が多くなったことを反省に挙げ
る。制作時間が短かったことで、生徒の意識が、自ら
の気付きや感情の変化に寄り添うことよりも、時間内
に制作物をまとめることに流れた印象を受けた。描画
を必要としないアッサンブラージュやコラージュは、
描画作業にかかるエフォートを軽減できるのだが、描
画を伴う制作や扱うモチーフが多い生徒も見られた。
これに対しては、取り扱う対象をひとつに絞り、エ
フォートを軽減して「気付き」について内省する時間
を確保すべきであった。題名を考える活動や相互鑑賞
の時間が短かったため、浅くなってしまった。もっと
確保すればより充実した自覚を促させたと考えられ
る。
　素材との関わりによって発想が高まっていくことは
自身の認識の生成変化だと、生徒がより自覚するため
には、学習計画を精緻に再考しなければならない。検
討しなければならない課題も多いが、これについては
今後の課題としたい。
おわりに
　本稿は、図画工作科や美術科における表現の出発点
にあたる「感じていること」を、児童生徒が自覚し、
題材という観点をもって素材や材料に働きかけること
で発想や構想にかかる能力が高まるのかを検討してき
た。上述した通り、一定の有効性を確認できたように
考える。
　世界のあらゆる事象を対象とする諸科学は、学術領
域の思考方法の差によって発展してきた。したがって、
諸科学は大きなグラデーションのなかで重なり合って
いた。近代に高度化した学術領域は、専門化する過程
で細分化し、差異を際立たせることで隣接領域から遠
のき、グラデーションを分断させてしまった。効率的
学習を促進するために開発された近代学校教育制度の
なかに、恣意的分類によって落とし込まれたのが各教
科であろう。そのため、学習者は授業毎に、教科特性
に応じた思考力を働かせることが求められる。生徒は、
駆動させる思考力を目まぐるしく切り替えながら各授
業を受けている。論理的思考力を働かせて類推や演繹
あるいは帰納的に思考する教科と、感性的思考力を働
かせる図画工作・美術科では身体の扱い方が異なる場
合がある。
　視覚を主とした諸感覚を通して作品から受け取った
多用な要素・情報を、整理・分析し、解釈しているの
が鑑賞行為である。今日、美術館の教育普及プログラ
ムでは、鑑賞の前に心や感覚をほぐすプログラムやコ
ンテンツが開発されている20）。日常では見過ごしてし
まうような出来事や新しい発見、気付きを得やすくす
る身体ほぐしである。
　美術館が「ほぐすプログラム」の開発を行うのと同
様に、題材や教材に対して自己の感性的思考力を働か
せながら学習をする図画工作・美術科にも、感覚をほ
ぐし、発想をpushする活動の導入が必要であろう。
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図２：筆者撮影
図３：筆者撮影
図４：筆者撮影
図５：筆者撮影
（きたむら　てつお）
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